
【尼崎市】

１．許可の共通基準

　(1) 広告物等の位置、形状、面積、材料、色彩、意匠等が、景観と調和したものであること。

　(2) 広告物等の裏面、側面、掲出する物件等は、表示面と調和した塗装、装飾であること。

　(3) ネオンサインその他の照明を使用する場合は、昼間の美観の維持に必要な対策を講じたものであること。

　(4) 蛍光塗料（蛍光フィルムを含む。)、反射光の強い塗料を使用しないものであること。

明度 彩度

６以上 ３以下

７以上 ２以下

７以上 -

　(7)都市計画法第8条第1項第1号に規定する第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、準工業地域及び工業地域内
　　の幹線道路等に２０ｍ以上接する敷地内に存する建築物（地上からの高さ１８ｍを超える部分に限る。）
　　に表示し、又は設置する広告物等（その表示し、又は設置する期間が1月以内であるものを除く。以下この項において
　　同じ。）の地色（文字その他の具体的な図柄以外の色をいう。以下同じ。）については、次表の左欄に掲げる色相
　　（日本工業規格のZ8721に定める三属性による色の表示方法（以下「マンセル色票系」という。）に規定する色相を
　　いう。以下同じ。）の区分に応じ、それぞれ同表の中欄に掲げる明度（マンセル色票系に規定する明度をいう。以下
　　同じ。）及び同表の右欄に掲げる彩度（マンセル色票系に規定する彩度をいう。以下同じ。）の基準（以下「色彩基
　　準」という。）に適合すること。ただし、外壁（当該広告物等に係る建築物の外壁で地上からの高さ18メートルを超
　　える部分をいう。以下同じ。）の色彩等（外壁若しくは屋上（地上からの高さ18メートルを超える部分に限る。）に
　　付帯する工作物の色彩又は当該広告物等の地色をいう。）で色彩基準に適合しない部分の面積の合計が外壁の面積の
　　20分の1を超えない場合又は当該広告物等の地色部分の面積が２０㎡以下の場合は、この限りではない。

色相

Ｒ、ＹＲ及びＹ

ＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ及びＲＰ

無彩色

　(8)条例第15条第1項第1号に掲げる地域のうち都市計画法第8条第1項第1号に規定する第1種低層住居専用地域、第2種
　　低層住居専用地域、第1種中高層住居専用地域及び第2種中高層住居専用地域(以下「住居専用地域」という。)の境界
　　線から１００ｍ以内の地域に表示し、又は設置する広告物等で、それぞれの住居専用地域から視認することができ
　　るものにあっては、ネオン管の露出しているネオンサイン又は発光ダイオードを利用するもの（不透明なガラス板等
　　で覆われているもの及び市長が別に定める用途に供されるもの（給油所における給油料金の表示その他市長が別に定
　　める用途に供されるものにあっては、光源の点滅（光源の動き又は光源の輝度の変化を含む。以下同じ。）がないこ
　　とその他市長が別に定める基準に適合するものに限る。）を除く。以下「LEDサイン」という。)を使用せず、かつ、
　　光源の点滅(光源の動き又は光源の輝度の変化を含む。以下同じ。)がないものとすること。

　(5) 幹線道路等（平成23年尼崎市告示第431号に定める尼崎市都市美形成計画に定められた景観の届出対象となる幹線
　　道路等をいう。以下同じ。）に接する敷地（以下「幹線道路等隣接地」という。）内において表示し、又は設置する
　　広告物等で、電気等を利用して自ら光（反射光を除く。以下この項において同じ。）を発する部分を有するもの（以
　　下「自光式広告物」という。）にあっては、次の各号に掲げる基準に適合すること。

　　①　幹線道路等隣接地内に建築物が存する場合にあっては、当該幹線道路等隣接地内に存する自光式広告物の表示面
　　　積（自ら光を発する部分に限る。以下この号及び次号において同じ。）の合計は、当該建築物の壁面で幹線道路等
　　　に面するものの面積の５分の１（都市計画法第8条第1項第1号に規定する商業地域及び近隣商業地域（これらの地域
　　　のうち市長が指定する地域を除く。以下「商業系地域」という。）にあっては、４分の１）以下とすること。ただ
　　　し、当該幹線道路等隣接地内に存する自光式広告物の表示面積の合計が４０㎡以下である場合は、この限りでない。

　　②　幹線道路等隣接地内に建築物が存しない場合にあっては、当該幹線道路等隣接地内に存する自光式広告物の表示
　　　面積の合計は、４０㎡以下とすること。

　　③　自ら光を発する部分の輝度は、周辺の住環境に配慮したものとするよう努めること。

　　④　画像を表示する機能を有する自光式広告物（６０秒以上静止した画像のみを表示するものを除く。以下「可変表示
　　　式広告物」という。）にあっては、次に掲げる基準に適合すること。
　　　ア　可変表示式広告物の１方向の表示面の面積は５㎡以下、幹線道路等隣接地内における可変表示式広告
　　　　物の表示面の面積の合計は１０㎡以下とすること。
　　　イ　可変表示式広告物の上端の地上からの高さは、５ｍ（商業系地域にあっては、１０ｍ）以下とすること。

　(6)幹線道路等隣接地内において地上からの高さ1.5メートルを超える部分に表示し、又は設置する広告物にあっては、
　　その超える部分に点滅灯の類及び回転灯の類を付帯しないこと。ただし、商業系地域において表示し、又は設置する
　　広告物及び病院の救急入口の表示灯その他市長が別に定める用途に供される広告物については、この限りでない。
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２．広告物等の種類別の許可基準（個別基準）

商業系 特定区域

１０ｍ以下

２／３以下

５２ｍ以下

禁止

－

－

１／４以下
（ＬＥＤ１／
１６以下）

５２ｍ以下

５２ｍ以下

－

－

禁止

広告物の種類・区分別 工業系 住居系

⑴
屋
上
利
用
広
告
物

広告物の高さ ７ｍ以下 ５ｍ以下

設置する場所までの高さに対する広告物の高さ １／２以下

広告物の上端の地上からの高さ

⑵
壁
面
利
用
広
告
物

1壁面の表示面積合計の壁面面積との割合 １／５以下（ＬＥＤ１／２０以下 ）

広告物の上端の地上からの高さ ４７ｍ以下

広告幕の大きさ 長さ１５ｍ以下×幅１．５ｍ以下

４７ｍ以下

木造建築物の屋上への掲出 禁止

露出ネオン管のネオンサイン 禁止

光源の点滅 急速な点滅禁止（時事に関する事項を表示をするものを除く）

壁面の外郭線からの突出 禁止

窓又は開口部をふさぐ広告物 禁止（広告幕を除く。）

1壁面に同一意匠の広告物掲出
1枚のみ(条件つきで緩和措置あり)
※詳細は市ホームページを確認

その他の表示方法

建築物の屋上部分のうち広告物等を設置する部分の外端を含む面で
水平面に垂直なものから突出禁止　　※詳細は市ホームページを確
認

支柱及び骨組みが露出しないようルーバー等により遮蔽すること(そ
の表示面が１つであり、かつ、その高さが４ｍ以下である広告物等
は除く)
(その支柱が１本のみである広告物等は除く)

禁止

壁面の上端を超えて突出する広告物 禁止

表示面以外の面の露出 禁止

露出ネオン管のネオンサイン又はＬＥＤサイン 信号機から10ｍ以下禁止

⑶
壁
面
突
出
広
告
物

建築物からの出幅 １.５ｍ以下

道路境界からの出幅 １.０ｍ以下

広告物の上端の地上からの高さ ４７ｍ以下

道路面から下端までの高さ 歩車道区別なし４.５ｍ以上（歩道上２.５ｍ以上）

工事現場の板塀、仮囲いへの設置

20㎡以下（ＬＥＤサインを使用する場合は5㎡以下）

接する2方向の表示面積合計 30㎡以下（ＬＥＤサインを使用する場合は7.5㎡以下）

表示面積の合計 60㎡以下（ＬＥＤサインを使用する場合は15㎡以下）

掲出数
2基以下(条件つきで緩和措置あり)
※詳細は市ホームページを確認

光源の点滅 信号機から10ｍ以下禁止

広告板
1方向の表示面積 20㎡以下（ＬＥＤサインを使用する場合は5㎡以下）

表示面積の合計 40㎡以下（ＬＥＤサインを使用する場合は10㎡以下）

広告塔

1方向の表示面積

地上から広告物の上端までの高さ
１5ｍ（ＬＥＤサインを使用する場合は10m（信号機から50m以下の場
合は５m））以下

露出ネオン管のネオンサイン又はＬＥＤサイン 地上から広告物の上端までの高さが５ｍを超える場合
は禁止光源の急速な点滅

⑸
自
己
敷
地
外
に
建
植
・
野
立

広告板

1方向の表示面積 10㎡以下（路端から100ｍ以上は20㎡以下）

表示面積の合計

⑷
自
己
敷
地
内
に
建
植

20㎡以下（路端から100ｍ以上は40㎡以下）

地上から上端までの高さ ５ｍ以下

広告塔

1方向の表示面積 10㎡以下（路端から100ｍ以上は20㎡以下）

接する２方向の表示面積合計 15㎡以下（路端から100ｍ以上は30㎡以下）

表示面積の合計 30㎡以下（路端から100ｍ以上は60㎡以下）

彩度の高い色 2色以下

ネオンサイン等 禁止

光源の点滅 禁止

地上から上端までの高さ 10ｍ以下

相互間距離 ５ｍ以上（路端から100ｍ以上は100ｍ以上）

信号機、踏切からの距離 ５ｍ以上
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商業系 特定区域

－

３ｍ以下

５ｍ以上

禁止

禁止

案内誘導
２㎡以下
集合案内誘

導
８㎡以下
（１施設あ

たり
１㎡以下）

３ｍ以下

案内誘導
２㎡以下
集合案内誘

導
８㎡以下
（１施設あ

たり
１㎡以下）

３ｍ以下

１／4以上

２ｍ以下

10Ｋｍ以下

５ｍ以上

５ｍ以上

２色以下

彩度の高い
色を地色に
使用する場
合は表示面
積の1／2以
下（色数が2
色以下の場
合を除
く。）

禁止

禁止

広告物の種類・区分別 工業系 住居系
⑹
自
己
敷
地
外
に
建
植
・
道
標
・
案
内
図
板

道
標
案
内
図
板

広告板

1方向の表示面積 　　⑸「自己敷地外に建植・野立」に同じ

表示面積の合計 　　　　　　　　　〃

地上から上端までの高さ 　　　　　　　　　〃

広告塔

接する２方向の表示面積合計 　　⑸「自己敷地外に建植・野立」に同じ

光源の点滅 禁止

－表示面積の合計 　　　　　　　　　〃

地上から上端までの高さ 　　　　　　　　　〃

地色 －

ネオンサイン等 禁止

相互間距離 　　⑸「自己敷地外に建植・野立」に同じ

信号機、踏切からの距離 　　　　　　５ｍ以上（案内図板は除く。）

彩度の高い色 　　　　　　２色以下（案内図板は除く。）

⑺
自
己
敷
地
外
に
建
植
・
案
内
誘
導

案
内
誘
導

広告板

1方向の表示面積 　　　　　⑸「自己敷地外に建植・野立」に同じ

表示面積の合計 〃

地上から上端までの高さ 〃

広告塔

表示面積に対する誘導（方向、距離等）に係
る表示部分の割合

－

横の長さ －

誘導距離 －

接する２方向の表示面積合
計

　　　　　⑸「自己敷地外に建植・野立」に同じ

表示面積の合計 〃

地上から上端までの高さ 〃

地色 －

ネオンサイン等 禁止

光源の点滅 禁止

相互間距離 ５ｍ以上（路端から100ｍ以上は100ｍ以上）

信号機、踏切からの距離 ５ｍ以上

彩度の高い色 ２色以下

（巻付）１.２ｍ以上

信号機からの距離 ５ｍ以上

彩度の高い色 ２色以下

彩度の高い色を地色に使用 禁止（色数が２色以下の場合は除く。）

⑻
電
柱
利
用
広
告
物

広告物の大きさ
（突出）縦１.２ｍ以下×横０.４５ｍ以下

（巻付）縦１，５ｍ以下 表示面積０．５㎡以下

数量 電柱1本につき、突出、巻付ともに各1個

突出の方向 歩道上　　※詳細は市ホームページを確認　

道路面から下端までの高さ
（突出）歩車道区分なし４.５ｍ以上（歩道上２.５ｍ以上）

道標 ２㎡以下

案内図板 ６㎡以下

説明板 ４㎡以下

避難誘導 １㎡以下

その他 ６㎡以下

（寄贈者名等表示部分

の面積は、表示面積の

１／５以下）

彩度の高い

色を地色

に使用する

場合は表示

面積の

1／2以下

（色数が2色

以下の場合

を除く。）
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商業系 特定区域

―

―

３．許可を要しない広告物の適用除外の基準（許可申請不要）

道路面から下端までの高さ 歩車道区分なし４.５ｍ以上（歩道上２.５ｍ以上）

信号機からの距離 ５ｍ以上

彩度の高い色 ２色以下

広告物の種類・区分別 工業系 住居系

⑼
街
灯
利
用
広
告
物

1方向の表示面積 0.２㎡以下

数量 街灯１本につき２個まで(１個当たりの面積は１㎡以下)

表示目的等 自家用広告物

彩度の高い色を地色に使用 禁止（色数が２色以下の場合は除く。）

⑽バス停
利用

1方向の表示面積 表示板の表示面積の１／３以下

数量 １個

彩度の高い色 ２色以下

彩度の高い色を地色に使用 禁止（色数が２色以下の場合は除く。）

表示の方向 車両の進行経路から視認することができない面に表示

⑿アーチ
利用

表示目的等 商店街、自治会等が、商店街名、町名等を表示

道路面から下端までの高さ 歩車道区別なし４.５ｍ以上（歩道上２.５ｍ以上）

ネオンサイン 禁止

光源の点滅 禁止

⑾消火栓
利用

広告物の大きさ 縦０.４ｍ以下×横０.８ｍ以下

数量 標識１本につき、突出１個

道路面から下端までの高さ 歩車道区別なし４.５ｍ以上（歩道上２.５ｍ以上）

信号機からの距離 ５ｍ以上

彩度の高い色 ２色以下

彩度の高い色を地色に使用 禁止（色数が２色以下の場合は除く。）

禁止

光源の点滅 禁止

⒁自動車

色彩等 消防自動車、緊急自動車と紛らわしくないもの

１側部の表示面積 3㎡以下（ﾌｨﾙﾑ貼りは除く）

後部の表示面積 １㎡以下（ﾌｨﾙﾑ貼りは除く）

⒀アー
ケード利

用

1方向の表示面積 ０.５㎡以下

数量 掲出者1名につき、1個

道路面から下端までの高さ 歩車道区別なし４.５ｍ以上（歩道上２.５ｍ以上）

広告物の規格等 照明を伴うもので、規格を統一したもの

ネオンサイン等

⒃広告幕 道路面から下端までの高さ ４.５ｍ以上（壁面利用及び垣又は塀を利用するものを除く。）

⒄アドバ
ルーン

表示面の大きさ 高さ１５ｍ以下、幅１.５ｍ以下

前部への表示 禁止

⒂垣・塀
利用

表示面積の合計 掲出する面の面積の１／4以下

数量 2個以下

垣・塀の外郭線からの突出 禁止

⒆置看板

1方向の表示面積 2.5㎡以下

広告物等の上端の地上からの高さ 1.5m以下

道路上に掲出 禁止

⒅広告旗

表示面積 2㎡以下

路肩から５ｍ以内での相互間距離 ５ｍ以上

道路上への掲出 禁止

管理用広告物

第１種禁止地域
2枚（基、個）以内、

表示面積の合計が5㎡以下

3枚（基、個）以下、
表示面積の合計が10㎡以下

第２種禁止地域
3枚（基、個）以内、

表示面積の合計が10㎡以下

第３種禁止地域
3枚（基、個）以内、

表示面積の合計が10㎡以下

種類 禁止地域 許可地域

自家用広告物 3枚（基、個）以下、表示面積の合計が5㎡以下
3枚（基、個）以下、

表示面積の合計が10㎡以下
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４．禁止地域の適用除外の許可基準（許可を受けて掲出できるもの）

道標

案内図板

説明板

その他

横の長さ

広告物の地上からの高さ

誘導距離

相互間距離

信号機、踏切からの距離

ネオンサイン等

光源の点滅

５．禁止物件

　(１)橋、トンネル、高架構造物及び分離帯

　(２)石垣、擁壁その他これらに類するもの

　(３)街路樹及び路傍樹

　(５)パーキング・メーター及びパーキング・チケット発給設備

　(６)市長が指定する区域内にある電柱、街灯その他これらに類するもの

　(７)消火栓、火災報知機及び火の見やぐら

　(８)郵便ポスト、信書便差出箱及び公衆電話ボックス

　(９)発電用風力設備、送電塔、送受信塔及び照明塔

　(10)煙突及びガスタンク、水道タンクその他これらに類するもの

　(11)銅像、神仏像、記念碑その他これらに類するもの

　(14)前各号に掲げるもののほか、特に良好な景観又は風致を維持するために必要があるものとして市長が指定する物件

種類・区分
許可申請が必要

第1種禁止地域 第2種禁止地域 第３種禁止地域

自
家
用

表示面積の合計 １０㎡以下 ２０㎡以下 ３０㎡以下

建植広告物の地上からの高さ ５ｍ以下 ７ｍ以下 １０ｍ以下

屋上への掲出 禁止 禁止 －

自己の氏名、店名等以外の表示面積 ５㎡以下 １０㎡以下 １５㎡以下

数量 ３枚（基、個）以下 ４枚（基、個）以下 ５枚（基、個）以下

ネオンサイン等 禁止 禁止
露出ネオン管の禁止又はＬ
ＥＤサインの禁止

光源の点滅 禁止 禁止 急速な点滅禁止

壁面からの突出 禁止 － －

色彩
彩度の高い色は、2色以下

彩度の高い色を地色に使用する場合は表示面積の1／2以下（色数が３色以下の場合を除く。）

その他 許可基準に適合していること

道
標
・
案
内
図
板

1方向の表示面積
（広告塔は接する
2面の表示面積の
合計）

1㎡以下 2㎡以下

3㎡以下 6㎡以下

2㎡以下 4㎡以下

彩度の高い色を地色に使用する場合は表示面積の
1／2以下（色数が２色以下の場合を除く。）

信号機、踏切からの距離 ５ｍ以上

ネオンサイン等 禁止

光源の点滅 禁止

3㎡以下 6㎡以下

地上から広告物上端までの高さ ３ｍ以下 ３ｍ以下（やむを得ないとき５ｍ以下）

相互間距離

－

５ｍ以上

色彩

彩度の高い色は、2色以下

寄贈者名等の表示部分の面積 表示面積の１／５以下

案
内
誘
導
広
告
物

1方向の表示面積（広告塔は接
する2面の表示面積の合計）

施設等の立地の状況により、当該施設等
への案内誘導が特に必要と認められる場

合に掲出するものであること。
位置、形状、面積、材料、色彩、意匠等
が周囲の景観と調和したものであるこ

と。
該当する個別基準に適合すること。

２㎡以下（集合案内誘導広告物は、8㎡以下
（1施設あたりの表示面積は、1㎡以下））

２ｍ以下

３ｍ以下（集合案内誘導広告物は５ｍ以下）

１０km以下

５ｍ以上

案内誘導に係る表示部分の面積 表示面の面積の１／４以上

　(４)信号機、道路標識、航路標識、道路情報管理施設、カーブ・ミラー及び道路上のさく並びに駒止、里程標その他
　　これらに類するもの

　(12)景観法（平成１６年法律第１１０号）第１９条第１項の規定により指定された景観重要建造物及び同法第２８条
　　　第１項の規定により指定された景観重要樹木（市長が指定するものを除く。）

　(13)景観の形成等に関する条例第２１条の１０第１項の規定により指定された景観形成重要建築物及び景観形成重要樹木

５ｍ以上

色彩
彩度の高い色は、2色以下

彩度の高い色を地色に使用する場合は表示面積の
1／2以下（色数が２色以下の場合を除く。）

禁止

禁止
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